
４０代 ５０代 合計
在宅サービス利用者
(要介護)

8.0% 20.0% 28.0%

在宅サービス利用者
(要支援)

6.6% 18.7% 15.3%

積極的利用者 23.1% 15.4% 28.4%
未利用者 7.0% 19.3% 26.3%
特養ホーム希望者 6.7% 20.5% 27.2%
総合事業対象者 23.8% 23.8% 47.6%

荒川区における４０代から５０代が主な介護者比率

※荒川区第７期高齢者プラン策定のためのアン
ケートより

要介護認定者の介護サービス利用状況

認定者数 ９，２６３人 ８，８０５人
サービス
利用者

７，３２６人 79.1% ７，０８８人 80.5%

サービス
未利用者

１，９３７人 20.9% １，７１７人 19.5%
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区政報告
ニュース

来
年
度
か
ら
実
施
す
る
荒
川
区
の

第
７
期
高
齢
者
プ
ラ
ン
の
策
定
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
家
族
の

介
護
・
看
護
を
理
由
に
仕
事
を
や
め

る
毎
年
10
万
人
（
全
国
）
を
超
え
る

介
護
離
職
、
そ
し
て
介
護
難
民
も
対

応
す
べ
き
大
き
な
問
題
で
す
。

い
ず
れ
も
「
介
護
の
社
会
化
」
に

逆
行
す
い
る
も
の
で
、
悲
惨
な
介
護

を
巡
る
事
件
の
要
因
と
も
な
っ
て
い

ま
す
。

で
は
、
区
内
で
の
実
態
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
例
え
ば
介
護
離
職
に
つ

い
て
、
区
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
「
主
な

介
護
者
」
や
「
介
護
と
仕
事
」
の
や

り
く
り
に
つ
い
て
の
項
目
は
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
ア
ン
ケ
ー
ト
で
40
～
50

代
の
介
護
者
が
３
割
近
く
占
め
て
い

ま
す
が
、
介
護
離
職
に
つ
い
て
の
問

い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
問
題
へ
の

対
応
を
抜
き
に
し
た
プ
ラ
ン
策
定
な

ど
あ
り
え
ま
せ
ん
。

ま
た
介
護
難
民
が
生
じ
る
要
因
と

し
て
①
介
護
施
設
不
足
②
介
護
職
員

の
不
足
③
家
庭
内
介
護
が
困
難
④
費

用
負
担
の
増
加
な
ど
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。
い
ま
で
も
低
所
得
者
中
心
に

８
０
０
人
を
超
え
る
方
が
区
外
施
設

に
入
所
、
ま
た
要
介
護
認
定
者
の
中

で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
一
切
利
用
し
て

な
い
方
が
２
割
…
。
そ
の
暮
ら
し
や

介
護
の
実
態
を
つ
か
ん
で
対
策
を
講

じ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
高
い
保
険
料
に
加
え
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
切
り
下
げ
や
重
た
い
利

用
料
負
担
な
ど
が
介
護
離
職
や
介
護

難
民
を
生
み
出
す
要
因
と
も
な
っ
て

い
ま
す
。
大

も
と
の
国
の

責
任
も
あ
り

ま
す
が
、
地

方
自
治
体
・

荒
川
区
と
し

て
独
自
の
負

担
軽
減
策
や

区
独
自
の
福

祉
施
策
に
よ
っ

て
対
応
し
て

い
く
こ
と
も

求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

横山幸次区議のホームペー

ジ・ブログ・ツイッター

をご覧下さい。横山幸次

で検索して下さい。

裏面 荒川区内の特殊詐

欺の実態など…。
今
夏
、
久
し
ぶ
り
に
連
れ
合
い
の
墓

参
り
に
（
青
森
県
下
北
半
島
）
。
そ
の

帰
り
ど
う
し
て
も
こ
の
目
に
焼
き
付
け

た
か
っ
た
の
が
東
日
本
大
震
災
で
甚
大

な
被
害
を
受
け
た
三
陸
沿
岸
地
域
。
釜

石
、
大
船
渡
、
陸
前
高
田
と
車
窓
か
ら

（
南
リ
ア
ス
鉄
道
か
ら
大
船
渡
線
・
バ

ス
に
乗
り
継
ぎ
）
。
そ
し
て
下
車
し
た

気
仙
沼
は
主
に
徒
歩
で
駅
か
ら
海
岸
ま

で
歩
き
ま
し
た
。
未
だ
に
仮
設
住
宅
ぐ

ら
し
、
海
岸
線
は
、
一
部
漁
業
施
設
と

建
設
中
の
巨
大
な
防
潮
堤
な
ど
除
き
震

災
直
後
の
ま
ま
で
は
と
思
え
る
風
景
が

広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
暮
ら
し
は
、
生

業
は
、
人
と
し
て
の
復
興
は
…
な
ど
頭

を
よ
ぎ
り
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
２
０

２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
で
巨
大
開

発
の
波
が
首
都
圏
を
覆
う
、
こ
の
ギ
ャ
ッ

プ
。
こ
れ
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
、
深
く

考
え
さ
せ
ら
れ
た
時
間
で
し
た
。

（
横
山
幸
次
）

９月４日(月)
午後６時～８時

横山区議事務所
弁護士と横山区議が相談をお受けし

ます。秘密は厳守します。お急ぎの場

合は、北千住法律事務所の相談日など

ご紹介します。

生活相談は、随時受付ています。

TEL&FAX ３８９５－０５０４
不在時は、留守電へ、後で連絡します。

区役所控室 ３８０２－４６２７

☆陸前高田の廃墟

の中学校にみんな

の思いが「ぼくら

は生きる、ここで

このふるさとで」



議
会
に
「
最
近
の
特
殊
詐
欺
の
被

害
状
況
及
び
対
策
に
つ
い
て
」
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」
に
代
表
さ
れ

る
卑
劣
な
犯
罪
行
為
に
つ
い
て
繰
り

返
し
対
策
が
取
ら
れ
て
き
ま
し
た
が

引
き
続
き
増
加
傾
向
に
あ
る
よ
う
で

す
。
最
近
の
特
徴
的
な
手
口
は
…

①
区
役
所
職
員
を
か
た
る
…

「
健
康
保
険
料
、
医
療
費
の
還
付
が

あ
る
」
と
の
ウ
ソ
で
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
誘
導

し
、
携
帯
電
話
で
キ
ー
操
作
を
指
示

し
、
送
金
さ
せ
る
手
口

②
有
名
デ
パ
ー
ト
店
員
を
か
た
る
…

「
あ
な
た
の
カ
ー
ド
で
高
額
商
品
の

決
済
が
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
」
と

の
ウ
ソ
の
電
話
の
あ
と
、
全
国
銀
行

協
会
の
職
員
を
か
た
り
連
絡
・
訪
問

し
、
被
害
者
が
所
有
す
る
全
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
を
だ
ま
し
と
る
手
口

荒
川
区
内
で
は
、
今
年
の
１
月
か

ら
６
月
の
半
年
間
で
は
、
す
で
に
昨

年
よ
り
12
件
・
被
害
額
も
約
２
倍
に

増
え
て
い
ま
す
。
70
歳
以
上
の
女
性

に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

こ
の
間
、
注
意
を
喚
起
す
る
様
々

な
広
報
が
行
わ
れ
て
ま
す
。

ま
た
区
が
無
償
で
設
置
し
て
い
る

電
話
自
動
通
話
録
音
機
が
あ
り
ま
す

（
問
合
せ

荒
川
区
生
活
安
全
課

３
８
９
１
ー
８
８
８
３
ま
で
）
。
こ

れ
は
意
外
と
効
果
が
あ
る
よ
う
で
す
。

介
護
事
業
者
や
見
守
り
事
業
な
ど
と

も
連
携
し
て
設
置
促
進
を
進
め
る
こ

と
も
必
要
で
す
。

日
本
の
消
費
税
は
、
す
で
に
世

界
最
悪
の
逆
進
税
。
も
し
10
％
に

ア
ッ
プ
す
る
と
日
本
社
会
の
底
が

抜
け
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

現
実
に
は
す
で
に
貧
困
層
も
中
間

層
も
「
痛
み
を
分
か
ち
合
」
っ
て

い
る
の
で
す
。
「
分
か
ち
合
っ
て

い
な
い
」
の
は
大
企
業
と
富
裕
層
。

社
会
に
格
差
と
貧
困
、
分
断
を
持

ち
込
ん
で
い
る
の
は
、
貧
困
な
社

会
保
障
、
貧
困
な
再
分
配
政
策
に

よ
る
「
必
要
充
足
・
応
能
負
担
原

則
」
の
破
壊
で
す
。

※
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
全
て
の
17
歳

ま
で
の
子
ど
も
に
１
万
４
千
～
２

万
２
千
円
の
手
当
支
給
。
18
歳
以

降
働
い
て
な
い
学
生
に
月
額
10
万

円
の
給
付
金
を
全
員
に
支
給
。
医

療
教
育
も
無
料
…
。

今年の大きな出来事の一つが、国連加盟国の３分の

２の賛成による核兵器禁止条約の採択ではないでしょ

うか。その意義は、禁止条約そのものが核兵器全面廃

絶へすすむ大きな力となることです。そして核兵器に

「悪の烙印（らくいん）」を押し、違法化する新たな

規範を確立したことを意味します。条約に参加してい

ない核兵器保有国とその同盟国も、政治的・道義的な

拘束を受けます。しかし日本政府は、核保有国と歩調

和合わせてこの条約を拒否。被爆者から「どこの国の

政府か」と怒りの声が上がるのは当然だと思います。

ところで、世界１６２か国・地域、７４１７都市（国

内１６８２都市）が参加する「平和首長会議」には、

荒川区も参加。８月８日の総会では、２０２０年にむ

け「核兵器のない世界」の実現を目指す行動計画とし

て、核兵器禁止条約の早期締結と核抑止から脱却した

安全保障体制の実現を掲げてます。

地方自治体は、住民の命と暮らしを守ることが一番

の仕事です。全てを焼きつくし、破壊する核兵器の廃

絶を訴えることは当然です。ぜひこの荒川区からも地

方自治体として

「核兵器禁止条

約早期締結」の

声を上げるため

にみなさんとと

もに力を合わせ

ていきます。


